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要要旨旨  
 本研究では、オンデマンド授業の講義映像と学習活動に関するデザインについて取り上げた。

まずは NHK の教育番組制作では、教育番組がどう位置付けられ、構成されているのか、またモ

チベーションを向上させるためにどのような工夫がされているのかについて述べた。次に、オン

デマンドの講義映像の授業設計とともに、講義映像と連動した学習活動のデザインや具体的な講

義映像の種類について述べ、最後に今後の展開として講義映像を活用した反転授業の可能性につ

いて述べた。 
 
キキーーワワーードド  オオンンデデママンンドド授授業業、、授授業業設設計計、、教教員員支支援援、、FFDD、、講講義義映映像像  ／／  OOnn--DDeemmaanndd  LLeessssoonnss,,  
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11..  ははじじめめにに  

2020 年以降コロナ禍により対面授業の実施が

困難な状況が続く一方、オンデマンド授業の実施

は広がった。対面授業を開始した後も、オンデマ

ンド授業の効果が確認されており、オンデマンド

授業に関する研究知見も提供されつつある（例え

ば森・松下、2021）。オンデマンド授業は授業回の

すべてをオンデマンドで実施する場合と、対面授

業の中からいくつかの授業をオンデマンドで実施

する場合といったさまざまな実施形態がある。例

えば、福岡大学では、「FU プラスアップ授業」と

して全科目の最初の1回目の授業はすべてオンデ

マンド授業としている（岩﨑・紺田、2024）。オン

デマンド授業は授業を履修する段階から確認でき
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るようになっており、学習者が授業を履修する際

に役立てられる教育実践を行っている。加えて、

講義映像はどの学部のどの教員の授業も閲覧でき

るようになっているため、FD 教材としての役割

も果たしている。また同志社大学においても、授

業の1回目と最後の授業をオンデマンド映像にし

ている。このようにコロナ以後、さまざまな方法

でオンデマンド映像を高等教育の授業実践の中に

取り入れる取り組みは増えるといえよう。 
オンデマンド授業にはさまざまな種類の授業方

法がある。例えば、教員が 90 分間講義をする講

義映像を視聴することが求められるオンデマンド

授業もあれば、講義映像を視聴した後、学習課題

に取り組み、その提出までが求められているオン

デマンド授業もある。オンデマンド授業に関する

ニーズが高まっている現在、教育の質を担保する

オンデマンド授業を提供するためには、どのよう

な講義映像を制作し、どういった授業を設計する

必要があるのかに関して検討する必要があると考

えられる。 
そこで本研究では、授業の目標を達成し、学習

者の学びを深めるためのオンデマンド授業と講義

映像におけるデザインの要件を提示することを目

的とする。まずは、2．において教育番組の制作な

らびに映像番組研究に携わる研究者A氏に番組づ

くりに関するヒアリング調査を行い、その結果を

もとに、大学におけるオンデマンド授業の講義映

像のデザインに関する提案を行う。次に、3.にお

いてオンデマンド授業を設計する際にどういった

ことに配慮すべきなのかを提案する。 
 
22..  教教育育番番組組のの映映像像設設計計かからら学学ぶぶ講講義義映映像像ののデデザザ

イインン  
22..11..  教教育育番番組組のの位位置置づづけけとと映映像像構構成成  

NHK の教育番組では、教育の目的に応じて大

きく 3タイプがある。 
まずNHK 高校講座に該当するような教育番組

で、自学自習のパートナーとして位置づけられて

いる番組である。ここでは、映像を視聴する前に、

あらかじめ学習者がWEB で整理された学習内容

を確認し、メモをする。映像を視聴している際は、

学習者は考えたことや気になったこと等を適宜メ

モをする。視聴後、学習者が理解度を確認するこ

とができる小テスト等をするといった形式となっ

ている。ここでは学校で教員とともに学ぶことが

前提ではなく、学習者が一人で自律的に学ぶため

の授業設計をベースにした映像が制作されている。 
次にNHK for Schoolで提供されている映像の

ように、学校の授業で教員が学習者に視聴させる

ことを前提として位置づけられている番組である。

教員が効果的に映像を教室で活用できるように授

業のどの段階でどう視聴してもらうのがよいのか

がWEB サイトで提示されている。加えて、WEB
上の「先生モード」を「ON」にすれば、教員にと

って参考になるような授業指導案、映像を視聴し

た後に授業で利用しやすそうな映像を静止画にし

た資料、動画クリップ、ワークシート等を確認す

ることができる。 
最後に、コロナ禍において学習者が学校に通う

ことができない時期に、学習者がNHK for School
の映像を自宅で視聴し、学ぶことができるように

作られたWEB サイト「おうちで学ぼう」で提供

されている番組の位置づけである。これは、視聴

前に学習者がノートを用意し、WEB サイトにア

クセスをする。そして、それがどのような番組で

あるのかを予想をする。その後、学習者は番組を

視聴する。視聴後は、学習者が映像を見て気が付

いたこと、学んだことや考えたことといった感想

を書く。可能であれば、学習者とシェアするとい

った位置づけとなっている。また学習者が学びや

すいようにワークシートも提供されている。この

サイトは主に小学生が学ぶものであったため、事

前に自分で映像のテーマについて考えて、映像を

視聴して、その後の映像視聴をもとに考えるとい

うことがワンセットにされている。またコロナ後

の現在も1人1台端末の持ち帰りによりこれらの

サイトは利用されているため、現在はコロナ禍だ

けの利用にとどまるものではなくなっている。 
このように教育番組には完全な自学自習をベー

スにするもの、教員が授業で学習者とともに視聴
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するもの、学習者が自宅で保護者や学習者同士で

学びあうことをベースにするものといった具合に、

教育番組の位置づけが異なる。 
また映像番組の位置づけによって映像の作り方

や演出も異なっている。例えば高校講座の映像は、

「導入、展開、まとめ」の構成となっている。ま

ず、導入に当たる説明が最初にあり、その後展開

として学習テーマの内容について学び、最後にま

とめの内容を提示する。この動画を見ることであ

る一定の単元に関する知識を習得することを目指

している。 
一方、NHK for School の映像は、視聴後に学習

活動をすることを前提に作っているケースがある。

まとめる段階が動画の中にあるとしても「実際に

自分のクラスでやってみたらどうなるだろう」と

いった具合に、問いを投げかける形で締めくくる

ことが多い。 
もう少し具体的に記述すると、理科の場合は、

3 つのシリーズがあり、それぞれで演出の方法が

異なる（NHK、2024）。まず、単元の「導入」で

利用しやすい番組は、「問題を探究する意欲を刺激

する（NHK for School）」ことを目的につくられ

ている。「ふしぎいっぱい」シリーズが該当する。

この番組では、知識や情報を全面的には提示しな

い。例えば、「春を探そう」の場合、学習者自身が

春を探しに行くことが前提となっているため、ど

こにカマキリがいるのかについては説明するが、

カマキリに関する詳細な説明はしないという演出

になっている。 
次に、授業で行われる活動の直前や直後に見る

番組では、「見方や考え方を重視し問題解決能力を

育む（NHK for School）」ことを目指している。

「ふしぎエンドレス」シリーズが該当する。例え

ば「春の昆虫」に関する内容は映像で理解できる

が、「春の植物」に関しては応用の課題としての位

置づけで、番組では最後に学習者に問いを投げか

け、学習者が自分で考えていくことになっている。 
そして、単元の「最後」に視聴して知識定着を

図る「ふしぎだいすき」「ふしぎ大調査」等の番組

である。この番組では導入・展開・まとめを扱っ

ており、単元で抑えるべき知識もカバーしている。

比較的高校講座と似通ったつくりとなっている。 
NHK の番組制作には、番組を個人で学ぶ、教

室の中で複数の学習者で学ぶという番組の異なる

位置づけがあり、それにより映像の構成や作り方

も異なっていることが示された。大学におけるオ

ンデマンド授業の講義映像の作り方も、どういっ

た状況において学習者が利用するのか、何を目的

とするのかを考え、映像で扱う内容は対面の授業

と同じものでよいのかについては検討する必要が

ある。 
例えば、多人数講義で教員が 90 分間話し続け

る授業をそのままオンデマンドの講義映像として

提示するだけでは、学習者によっては一人で学ぶ

ための支援を実施した方がよい場合もありえる。

講義映像を視聴する前と後で考えるべきことや講

義の内容を理解できたかどうかを確認する学習活

動等を導入することが必要だといえるだろう。 
先述したとおり、映像の構成には映像で学んだ

内容をもとに実際に課題解決に取り組むパターン、

映像で学んだ内容をもとに問題を探究するパター

ン、映像を見て知識の定着をはかるパターンが存

在している。これらのパターンをそのまま大学の

オンデマンド授業に援用することは容易ではない

ものの、オンデマンドの講義映像のパターンをど

のような位置づけにするのかを検討するにあたっ

て参考になる。映像を見て知識を定着するパター

ンは現在大学教育で提供されているオンデマンド

授業で比較的多い形であると考えられる。しかし

それ以外のパターンを活用することで、オンデマ

ンド授業の実施方法に拡がりが出るのではないか。

例えば、映像で学んだ内容をもとに実際に課題解

決に取り組むパターンの場合、学習者が自らの考

えを提示し、問題を解決するような学習課題を映

像の視聴後に用意する必要があるといえよう。ま

た映像で学んだ内容をもとに問題を探究するパタ

ーンであれば、学んだ内容をもとに学習者がフィ

ールドワークをしたり、自ら実験をしたりするこ

とも考えられる。ただしこの場合はフィードバッ

クを考える必要がある。フィールドワークやフィ
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ードバックを対面の授業やリアルタイムのオンラ

イン授業で実施したり、ピアレビューを導入した

りする検討が必要である。 

 

22..22..  教教育育番番組組ににおおけけるる動動機機づづけけ  
オンデマンド授業には自ら学習計画を立てて映

像を視聴する必要があるため、映像を視聴するた

めの動機づけに関する配慮も重要になる。そこで

映像を視聴させる動機づけについてもＡ氏に尋ね

た。教育番組制作の場合は、動機づけに関しては

関心を持ってもらう場面と、知識について学ぶ場

面と分けた作り方がされている。関心を持つ場面

はスタジオで撮影が行われることが多い。例えば

高校講座の「日本史」の場合は、南蛮貿易に関心

を持ってもらうためにカステラ、金平糖等を取り

上げ、スタジオに用意する。一方、知識を定着さ

せるシーンではナレーションで教科書でも取り上

げられているキリスト教伝来等の重要な言葉につ

いて紹介される仕組みになっている。また物理の

番組では、番組の合間にクイズを取り入れて学ん

だことについて簡単にふりかえることができるよ

うなシーンが取り入れられている。一息を入れて、

次の内容について学ぶことができるようにされて

いる。 
大学のオンデマンド授業で、NHK と同じよう

にスタジオを設けて実施することは容易ではない

が、学習者が興味関心を持てるような内容を動画

の冒頭に取り入れて紹介することはできるのでは

ないか。また講義映像の中で教員が話を続けるだ

けではなく、講義の途中でこれまで学んだことに

対するクイズを出して、理解度を学習者自身が確

認したり、問いかけを出して学習者が自分の考え

を整理したり、説明構築をしたりして学ぶ機会を

設けることが考えられる。 
 

33..  オオンンデデママンンドド授授業業ののデデザザイインン  
33..11..  オオンンデデママンンドド授授業業全全体体ののデデザザイインン  
  オンデマンド授業は全授業回に取り入れる必

要があるのか、あるいは対面授業のどの回をオン

デマンド授業にするのかについて検討する必要が

ある。日本の大学におけるオンデマンド授業の実

施は大学によりそれぞれである。例えば全 15 回

をオンデマンド授業にしているものもあるが、15
回中数回をオンデマンド授業として実施する授業

もある。 
 オンデマンド授業のデザインは、基本的な授業

設計と根本は大きく変わらない。授業設計は、授

業目標、教育内容・方法、評価方法から構成され

るため、オンデマンド授業を設計する際にも授業

目標を設定し、その目標を達成するためにどのよ

うな内容を選択し、どういった方法で教える必要

があるのかを考える。そして、授業目標を達成で

きたかどうかをどのように判断するのかを確認す

る必要がある。つまり、どのような講義映像を制

作すればよいのかに関しては、講義映像を見終わ

った際にどういった能力が育まれていればよいの

かを考える。同様に映像で取り上げる学習内容は

その能力を育むことができる内容を取り上げる。

加えて、講義映像を視聴した後にどういった学習

活動をすればよいのかも、授業目標を何に設定し

たのかに立ち返って、その能力を育めるような活

動を設定する必要がある。対面講義の中に数回オ

ンデマンド授業を設ける場合は、その組み合わせ

についても検討する必要がある。これに関しても、

どういった能力を育みたいのかを具体的に設定を

し、対面とオンラインをどう組み合わせるのかを

検討する。 
また講義映像は長すぎると学習者が飽きてしま

うため、20～30 分程度で区切ることができるよう

にすることが望ましい。NHK の教育番組は学習

者が視聴しやすいように 10～15 分程度で構成さ

れている。講義が長くなる場合は、途中で映像を

一時停止して学習活動を取り入れることも考えら

れるとよいだろう。 
 
33..22..  講講義義映映像像視視聴聴とと連連動動ししたた学学習習活活動動ののデデザザイイ

ンン  
 講義映像を視聴するだけではなく、講義映像で

考えたことや学んだことを学習者自身がふりかえ

る学習活動を導入することは学びを深めるために
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重要な取り組みになる。具体的な方法としていく

つか例示する。まず「問いを投げかけること」で

ある。視聴前に、何を考えながら、どこに注意し

て視聴すればよいのかを学習者が理解できるよう

にする。例えば情報モラル教育論の場合、中学生

がスマートフォンを利用している状況に対して、

「どんな危険性が考えられるのか、また中学生へ

の指導のポイントはどこにありそうか」といった

問いを提供したうえで、講義映像を視聴するよう

に指示をする。 
次に、「講義映像で取り上げた内容に関連する学

習活動を提示すること」である。つまり、視聴後

に何ができているようになればよいのかを学習者

が視聴前に理解できるようにする。例えば、情報

モラル教育論の場合「情報モラルに関する講義映

像の視聴後、IPA が提供する情報モラル教育に関

する教材を 1つ選び、中学校の授業でその教材を

どのように活用できそうかについてあなたの意見

を記載してください」といった課題を提供する。

学習者は講義映像の視聴が、その後の学習活動に

どう役立てることができるのかを確認できる。さ

らに課題があることによって講義映像で学んだ内

容を実際に応用として自分で試すことができ、学

習者の理解を促すことにつながる良さがあるとい

える。 
またノートをとるという方法もある。NHK 

for School の「お家で学ぼう」のように、講義を

視聴した内容をもとにノートをとるように指示を

して、ノートを撮影して LMS の機能を活用して

提出するといった学習活動を設けることである。

学習者によってノートテイキングの方法は異なる

と思われるが、それぞれのノートの内容を共有で

きるようにすると、他者の学びにつながった点を

知ることで自身の学びをふりかえる機会につなげ

ることができたり、どのようなノートをとるとよ

いのかといったことを学ぶ機会にもしたりするこ

とができるだろう。 
 オンデマンド授業において教員が 90 分間話す

講義映像を視聴するだけでは、学習者が自身の学

びにつなげられたのかを確認することが難しい。

しかし、教員が用意した課題に取り組むことで、

その出来具合を学習者が自ら判断し、講義映像で

扱われた内容を学ぶことができたのかどうかを把

握できる。課題を解くことができないと、講義映

像の内容を十分に理解したとは言えず、学習者は

自分が理解していないことに気づき、教員に助け

を求めることができる。課題がないと何をどこま

で理解できたのか、理解していないのかを自ら確

認する機会を持ちにくく、自分の抱えている躓き

に気づくことが難しいため、教員に助けを求める

こともできない。こうした点からも、講義映像の

内容に関する課題を提示することは重要であると

いえる。 
 メリルの開発したインストショナルデザインで

ある第一原理を援用して、課題を解くことを講義

映像の中心に据えたオンデマンド授業を設計する

ことも考えられる。第一原理では 5つのステップ

が設けられている。それぞれのステップは次のと

おりである（Cropper, 2024）。①「Task（タスク

を設定する）」では、現実に起こりそうな問題を取

り上げる。例えばここでは「効果的な福祉のマネ

ジメントに関する助言を提示する」をタスクとし

て設定する。②「Activation（学習者の置かれた状

況と結びつける）」では、これまでの学習者の知っ

ている知識と今回学ぼうとしている点を結びつけ

ることができるような取り組みを行う。例えば、

福祉のマネジメントにおけるケーススタディを提

供し、それに関する学習者の経験を共有すること

が考えられる。これらを講義映像で伝えたり、実

際にケーススタディを取り上げたニュース番組の

WEB サイトを伝え、学習者に視聴をするように

指示したりする。こうすることで学習者に設定し

たタスクと学習者がどのようにつながっているの

かを認識させる。③「Instructor Demonstration
（教授者によるデモンストレーションをする）」で

は、教員が実際にその例を提示する。例えば、福

祉のマネジメントプロセスについていくつかの効

果的な事例を提示する。講義映像の場合、実際に

教員が事例を紹介する。④「Learner Application
（学習者が応用する）」では、学習者がこれまで学
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んだことを活かし、タスクの解決について学習者

自身が取り組む応用の段階である。例えば、教員

が例示したケーススタディとは異なる福祉のマネ

ジメントに関するシナリオを提供し、実際に学生

がケーススタディに取り組み、自分なりの考えを

提示すること等が考えられる。オンデマンド授業

の場合は、この応用の部分が講義映像を視聴した

後の学習課題になる。①から③までのプロセスを

経て、④の段階で応用として、学習者が学習課題

に取り組む。最後に、⑤「Integration（タスクを

解決するために統合する）」ではこれまで学んでき

たことをふりかえり、現実の社会で起きているタ

スクを解決することを行う。例えば、実際にクラ

イアントに対して福祉のマネジメントに関する助

言を行うことが考えられる。オンデマンド授業で

の学習課題でこの段階を実施することは少しハー

ドルが高いと考えられる。しかし、学習者は 1つ

の科目だけではなく複数の科目によるカリキュラ

ムの中で学んでいる。当該科目の後続科目等にお

いて演習が設定されているのであれば演習におい

て学習者が学ぶことができるとよいと考えられる。 
 このようにメリルの第一原理では、学習者の学

びを深めるためにタスクベースの授業設計をする

ための具体的な方略を提示している。メリルは教

授は単に情報を提供することはではないとし

（Cropper, 2024）、学習者の学びを深めるために

は、実際にどのような課題があり、それが学習者

とどう関係しており、またそれを解決するアプロ

ーチとしてどのようなものがあるのかを提示し、

実際に解決する際に学習者がどうすればよいのか

を検討する応用の機会を設けていることが重要で

あるとする。オンデマンド授業においても、学習

者が講義映像を視聴するだけにとどまらず、講義

映像と学習課題を解くという学習活動を導入した

オンデマンド授業の設計が学習者の学びを深める

ためには重要であるのではないか。 
 
33..33..  講講義義映映像像のの種種類類やや提提供供方方法法  
 オンデマンド授業には講義映像が利用されるが、

自身のオンデマンド授業にどのような講義映像が

適しているのかを検討するために、講義映像の種

類をいくつか提示する。図１は、教員がスタジオ

を利用して撮影をした映像である。これは教員が

スタジオで講義をした後、編集担当者が画像の中

にスライドを埋め込む編集が行われている。コロ

ナ以前の講義映像はこのような形式で撮影される

ことが多かったと思われる。 
 現在は図2や図3に示すZoom等のビデオ会議

システムを利用した講義映像の制作が一般的にな

ってきていると考えられる。図 2は教員がスライ

ド等を利用せずに講義を行うスタイルの講義映像

である。図 3はスライドを併用して講義を行う場

合である。教員の顔の動画の大きさに関しては講

義映像を撮影する際に変更することが可能である。

このほかにも教員が顔を提示することをせずに、

音声だけで授業を行う場合もある。 
 

 
図 1. スタジオを利用した講義映像 

 

 
図 2. 教員の顔が全面に出るZoom を 

利用した講義映像 
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図 3. スライドを併用したZoom を 

利用した講義映像 
 
なお、岩﨑・紺田（2023）の調査によると、教

員の顔が講義映像の中にあった方がよいのかに関

しては学習者の好みもあるため、一概にどちらが

よいとは言えない。 
図4は講義を配信するための専用のシステムで

ある Panopto を利用した講義映像である。

Panoptoでは教員が講義をする際に利用している

スライドが提示され、その下には全スライドの構

成を確認できる。学習者は視聴したいスライドか

ら視聴を始めたり、再度視聴をしたい場合もスラ

イドを選択してすぐに講義映像を視聴できるため

操作性がよい。また、教員が話している講義内容

についても自動的に文字起こしがされる機能があ

る。またこれらの機能を利用しないような制限を

つけることもできる。 
このようにオンデマンドの講義映像の提供には

さまざまな種類があるため、学習者にとっての見

やすさや講義の目標を検討した際、どのような講

義映像を提供することが望ましいのかを検討する

必要がある。例えば、予習のための講義映像等で

あれば、講義映像の視聴時間も 90 分よりも短い

ことが想定される。また学習者も教室ではなく、

通学時にスマートフォンを活用して視聴すること

もあるだろう。そうした場合は、スライドを全面

に出し、教員の顔を小さくし、スライドのフォン

トのサイズが大きい講義映像の方が見やすい。学

習者がどのような場所で見るのか、どのような目

的で使うのかも考慮すると授業外においても講義

映像を視聴しやすい場づくりができる。 

 
図 4．Panopto を利用した講義映像 

 

 
図 5. 背景に余分な情報が入っている講義映像 

 
 そのほか、背景や映像としての見やすさに配慮

することも考えられる。図5 は背景に余分な情報

が入っており、映像として見づらいものになって

いる。また背景の本棚が首の横に映っているが、

これは首切りショットといわれて、映像制作の中

ではこうした映像は利用しないため、教員が撮影

する際も配慮した方がよいと考えられる。 
図 6、7 も見やすさに配慮した映像を作る際に

気を付けた方がよい点を取り上げている。図 6の

ように頭が切れている場合は、視聴側はそれほど

見づらさを感じないが、図7 のように顎が切れて

いる場合は見づらさを感じる。講義映像を撮影す

る方法としてZoom等のビデオ会議システムを利

用して実施する教員が多いと推察される。Zoom
を活用して自身の PC を活用して撮影をする場合、

カメラやノート PC の位置により教員の顎が切れ

た画像になる場合がある。そうした際は顎を画角

にいれて、頭を切れるようにした方が視聴側にと

っては見やすい映像になる。 
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図 6. 頭は映っていないが、顎が映っている映像 
 

 
図 7．頭は映っているが、顎が映っていない映像 
 
44..  講講義義映映像像をを活活用用ししたた新新たたなな反反転転授授業業のの導導入入  
対面授業に講義映像を取り入れると反転授業を

実施できる。例えば、講義映像を予習として視聴

し、対面授業では予習動画の内容を基に意見交換

をしたり、応用問題を解いたりする方法がある。

もちろんNHK による教育番組の制作にもあった

ように、オンデマンド授業用の講義映像をそのま

ま反転授業用の講義映像にするのではなく、反転

授業の位置づけに応じた講義映像を制作する必要

はある。 
岩﨑（2017）は反転授業に取り組む教員アンケ

ートの結果を基に反転授業の効果と課題について

取り上げている。アンケートに回答した教員が反

転授業をしたきっかけは「授業で抱えている課題

を解決したかったから」という意見が最も多かっ

たことが示されており、反転授業は、教員による

「今の状況を変えたい」「学生に成長してほしい」

という思いが根底にあることが指摘されている。

オンデマンド授業を用いた反転授業の取り組みは

教員が抱える課題を解決する一助になる可能性も

考えられる。 
例えば、先述のとおり対面授業での理解をより

深めたり、対面授業で行う議論を深めたりするた

めに、対面講義に予習としての講義映像を取り入

れることが考えられる。この場合、講義のどの部

分を予習動画にするかや、予習動画と講義の接続

をどうするかを考える必要がある。コンピュータ

の実習授業を担当する教員B は、情報技術の進化

により従来の授業で扱っている内容だけでは授業

時間内に教えることが難しいことを課題に感じて

いた（岩﨑、2024）。そこで、学生が一人でも学ぶ

ことができるような計算処理ソフトの基本的な利

用については授業の予習動画として提示している。

学生は授業前に予習動画を視聴し、予習動画に関

する学習課題としてコンピュータを利用して演習

問題を解き、完成した課題を LMS に提出するこ

とが求められる。また学生が一人で学ぶことが難

しい複雑な計算式が求められるような問題課題に

関しては授業内で扱われている。教員Bは学習者

がどこまで自分で学ぶことができ、どこから躓き

が増えそうなのかを従来の授業での経験をもとに

判断し、講義映像を活用し、効果的に学習できる

反転授業を実践している。 
 そのほかにも、複数の教員で同一の科目を担当

している場合は、教員同士が協働で映像を制作す

る可能性を探ることも考えられる。講義や教科書

のどの部分を映像にするのかや、どのような学習

活動にするのかを数名で検討する。講義映像のコ

ンテンツを検討するプロセスは、授業実践の見直

しやFD 活動につながるという良さや、教員それ

ぞれの専門性を活かした授業を学習者に提供でき

る良さもある。授業内は講義映像で学んだ内容に

ついて議論をしたり、応用問題を解いたりする時

間に使うことができ、これまでとは異なる授業展

開が可能になる。 
こうした反転授業形式では、事前動画を視聴し

ない学生への対応をどうするのかといったことが

問題視されることがある。予習の実施に関しては、

反転授業が導入される以前から課題になっていた

ことである。従来の授業においても、全受講生が

授業前の予習を実施することは容易ではない現状

を受け入れた上で対応を考える必要がある。まず
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受講生には講義映像の視聴や事前の学習活動が成

績と関連があることを伝える必要がある。また、

視聴しない学生数を具体的に把握することも必要

になるだろう。例えば課題を実施しない学生の数

がごく少数であった場合は、対面の学習活動で、

視聴してこなかった学生が各グループに分かれる

ようにする。グループで議論するプロセスで、メ

ンバーから話を聞くことで学んでもらうことが考

えられる。あるいは講義映像を視聴しないと解く

ことができないレポート課題や小テストを課し、

視聴を促すことも考えられる。ただし、講義映像

を視聴することが、内容を理解したこととイコー

ルにはならないということは理解しておく必要が

ある。教員は学生の学習プロセスを把握するよう

にし、対面授業で講義映像の振り返りを入れるの

か、予習に学習活動を課すのかを判断する必要が

ある。 
  
55..  ままととめめとと今今後後のの展展望望  
 本研究では、オンデマンド授業の講義映像と学

習活動に関するデザインについて取り上げた。ま

ずはNHK の教育番組制作では、教育番組がどう

位置づけられ、構成されているのか、またモチベ

ーションを向上させるためにどのような工夫がさ

れているのかについて述べた。次に、オンデマン

ドの講義映像の授業設計とともに、講義映像と連

動した学習活動のデザインや具体的な講義映像の

種類について述べ、最後に今後の展開として講義

映像を活用した反転授業の可能性について述べた。 
 オンデマンド授業では、その名前の通りオンデ

マンドで提供される講義映像の視聴がベースにな

った授業である。しかしこうした名称では教員が

90 分間話す講義映像を学生が視聴するだけの授

業になりかねない。そこで、講義映像の視聴をベ

ースにするのではなく、学習課題の達成と学習者

へのフィードバックをベースとし、講義映像の視

聴は課題の達成を支援する方法とする位置づけと

することも考えられるのではないか。学習課題の

達成とそのフィードバックを重視した学習者の学

びを促すオンデマンド授業を設計することで、学

習者が主体的に学ぶことができる学習課題の達成

をベースとしたオンデマンド授業の実現が可能に

なると考える。 
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